
　※対象年齢は目安です。

那須塩原市の図書館

令和４年３月１日選定

「おおきなかぶ ロシアの昔話」
A.トルストイ∥再話 内田莉莎子∥訳 佐藤忠良∥画

福音館書店

「まちには いろんなかおが いて」
佐々木マキ∥文・写真 福音館書店

「どんなに きみがすきだかあててごらん」
サム・マクブラットニィ∥ぶん アニタ・ジェラーム∥え

小川仁央∥やく 評論社

「しんせつなともだち」
方軼羣∥作 君島久子∥訳 村山知義∥画 福音館書店

「タンタンのハンカチ」
いわむらかずお∥作 偕成社

～幼児向け（3,4,5歳）～
絵本の読み聞かせは、お子さんの心や言葉を育てます。

３歳くらいになるとストーリーのあるお話もわかるように
なり、絵本読み聞かせ黄金期！ともいえます。
寝る前は読み聞かせをするなど、親子で本を楽しむ時間を

ぜひ作ってください。

「うめぼしさん」
かんざわ としこ∥文 ましま せつこ∥絵 こぐま社

「いたずら きかんしゃ ちゅう ちゅう」
バージニア・リー・バートン∥ぶん/え むらおか はなこ∥やく

福音館書店

「じゃぐちをあけると」
しんぐう すすむ∥さく 福音館書店

おじいさんが うえた かぶは、 とてつ
もなく おおきく そだちました。ぬこう
としても びくともしません。おじいさ
んは おばあさんを よんで 、いっしょ
に 「うんとこしょ どっこいしょ」。「そ
れでも かぶは ぬけません」。ぶじに
かぶを ぬくことは できるでしょうか？

しんごうのところにあるおしボタン、
おや？かおだ！
マンホール、ポスト、たてもの・・・。
あっちこっちにかおがいる。てくてく
あるいていくと、いろんなかおに
であえるよ。

「ちゅうちゅう」は、みんなからかわ
いがられているちいさなきかん
しゃです。でもあるとき、もっとはや
くはしりたくなって・・・。ちゅうちゅう
は、ぶじにかえってこられるでしょ
うか。

「どんなに、きみがすきだかあてて
ごらん」とチビウサギがききました。
デカウサギにはわかりません。
「こんなにさ」チビウサギはうでを
おもいきりのばします。するとデカ
ウサギは・・・？

うめぼしができるまで。
「ごはんとなかよしうめぼしさん」
ことばのリズムもたのしんで。
あらあら、つばがわいてくる～。

ゆきのふるあるひ、こうさぎが
たべものをさがしているとかぶが
ふたつみつかりました。ひとつは
たべ、もうひとつはろばのもとへ
とどけますがるすのよう。こうさぎ
はかぶをおいてかえりますが・・・。
さむいふゆの、こころがあたたかく
なるおはなしです。

じゃぐちをあけると、「みずがでる」。
さわると？たたくと？コップにあ
てると？みずが、いろいろなかた
ちになります。さいごは「じゃぐち
をしめてはいおしまい」。

タンタンのおしゃれなあかいハンカチ、
おまじないすると・・・。
つぎはなににへんしんできるかな？


